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日本史

■出題のねらい

Ⅰ
原始・古代から出題しました。Ａでは、古墳をテーマに3世紀～7世紀にいたる歴史を概観す

るリード文をもとに、当時の人々の生活や、古墳についての知識を問いました。Ｂでは、天平文
化をテーマとしたリード文から、美術品や律令制度などを問いました。

Ⅱ
中世・近世から出題しました。Ａでは、鎌倉幕府の滅亡をテーマとしたリード文から、幕府内

で起こった政争や、南北朝の動乱などについて問いました。Ｂでは、織豊政権をテーマとした
リード文から、戦国時代の争乱の名称や、織田信長・豊臣秀吉の事績などの基本的知識を問いま
した。

Ⅲ
近現代から出題しました。Ａでは、日清戦争をテーマとしたリード文から、初期議会や下関条

約、三国干渉などについての知識を問いました。Ｂでは、第一次世界大戦をテーマとしたリード
文から、大戦の背景や、日本の関わりなどについて問いました。

Ⅳ
沖縄の貝塚文化、奥州藤原氏、江戸時代の幕政の改革、戦後の高度経済成長など、時代や分野

を限定せず基本事項を幅広く出題しました。



■採点講評
正答率が高かった（80％以上）問題は設問2、3、6、11、16、17、18、21、24、27、28、29、

40です。
正答率が低かった（20％以下）問題はありませんでした。
各問題の解説は以下の通りです。

大問 解答
番号 正解 解 説

Ⅰ

1 ④
④弥生時代後期につくられた大規模な墓は墳丘墓。
③群集墳は古墳時代後期につくられた。

2 ⑤
⑤桜井市の巨大な前方後円墳は箸墓古墳。
⑥高松塚古墳（奈良県明日香村）は古墳時代後期の古墳。

3 ①
①天照大神を祀るのは伊勢神宮。
②大神神社は奈良県桜井市にある三輪山を神体とする神社。

4 ②
①後期の内容。中期には古墳は全国的に広がり、前方後円墳は巨大化した。
③横穴式石室と竪穴式石室が逆である。
④装飾古墳が盛んにつくられたのは後期。

5 ③
①機織りの技術が伝わったのは弥生時代。②須恵器と土師器が逆である。
④凶の方向を避ける方違が行われたのは平安時代。

6 ③
③奈良時代の中心は平城京。
②平安京は当時まだない。

7 ⑤
⑤薬師寺吉祥天像は唐の影響が見られる天平文化の作品。
④法隆寺金堂壁画は白鳳文化期の作品だが、1949年に焼損した。

8 ①
①芸亭を創設したのは石上宅嗣。
⑥山上憶良は貧窮問答歌などで知られる万葉歌人。

9 ①
②八虐など重大な犯罪については貴族であっても減刑は認められなかった。
③八位以上ではなく五位以上（蔭位の制）。
④職田の大部分は不輸租田である。

Ⅱ

10 ② 1285年に御内人の平頼綱が有力御家人の安達泰盛を滅ぼした（霜月騒動）。

11 ④ 鎌倉幕府14代執権で、最後の得宗は北条高時。

12 ⑥ 1332年に後醍醐天皇の子である護良親王が吉野で挙兵した。

13 ① ＸＹ正しい。

14 ②
①後深草法皇ではなく後嵯峨法皇。後深草天皇は持明院統の祖である。
③長講堂領ではなく八条院領。長講堂領は持明院統の荘園。
④南北朝の合体後は、大覚寺統からは天皇は出なかった。



大問 解答
番号 正解 解 説

Ⅱ

15 ①

②惣領制の解体などにより血縁的な結合よりも地縁的な結合が重視されるよ
うになった。
③足利直義は足利尊氏と執事の高師直と対立した（観応の擾乱）。
④今川了俊は北朝に仕えた。

16 ③ 織田信長は1560年に駿河などの戦国大名今川義元を桶狭間の戦いで破った。

17 ⑤ 豊臣秀吉は1583年に織田信長の重臣柴田勝家を賤ヶ岳の戦いで破った。

18 ② 豊臣秀吉は伊達政宗ら東北地方の大名を服属させた（奥州平定）。

19 ①
Ⅰ1567年の美濃征服後に「天下布武」の印章を用いるようになった。→Ⅱ
1573年に対立するようになった足利義昭を追放して、室町幕府を滅ぼした。
→Ⅲ1580年、1570年から石山戦争を戦ってきた顕如と和睦した。

20 ①

①100年程続いた加賀の一向一揆（1488～1580年）の自治は織田信長の攻撃
で終わった。
②山城の国一揆（1485～93年）、
③嘉吉の変（1441年）、
④嘉吉の徳政一揆（1441年）に関する史料である。

21 ②
①宣旨枡にかわって京枡を採用した。
③李成桂ではなく李舜臣。李成桂は1392年に朝鮮を建国した。
④石田三成は五奉行、徳川家康は五大老に任じられた。

Ⅲ

22 ⑤
⑤「脱亜論」を説いたのは福沢諭吉。
②高山樗牛は日本主義をとなえて、海外進出を主張した。

23 ③
③1885年、日清間で朝鮮半島に関して結ばれたのは天津条約。
④南京条約（1842年）はアヘン戦争の際に清国とイギリスの間で結ばれた。

24 ⑥
⑥三国干渉で返還したのは遼東半島。
①山東半島は中国の黄海北部に突出した半島である。日本は第一次世界大戦
に乗じて進出した。

25 ①

②立憲帝政党ではなく立憲改進党。立憲帝政党は1883年に解党している。
③樺山資紀ではなく品川弥二郎。樺山資紀は第二議会で藩閥政府を擁護する
演説を行った。
④進歩党の大隈重信を外相にむかえたのは第2次松方正義内閣（松隈内閣）。

26 ②
Ｘ正しい。Ｙ誤り。新貨条例ではなく貨幣法。新貨条例は1871年に出された
条例で、これにより円・銭・厘の十進法が採用された。

27 ①
①第一次世界大戦のきっかけとなったのはサライェヴォ事件。
③シーメンス事件は政府高官による汚職事件。これにより第1次山本権兵衛
内閣が総辞職した。



大問 解答
番号 正解 解 説

Ⅲ

28 ④
④日本は日英同盟を理由に参戦した。
②三国協商は、イギリス・フランス・ロシアの間で結ばれたもの。

29 ⑥
⑥ロシア革命を主導したのはレーニン。
⑤マルクスは19世紀に活躍したドイツの経済学者。

30 ①

②五・四運動はパリ講和会議における二十一カ条の要求の撤回要求が拒否さ
れたことを受けて行われた。
③大部分を受け入れたが一部は拒否している。
④西原借款は二十一カ条の要求に基づくものではない。

Ⅳ

31 ② ①・③・④はいずれも北海道で展開された文化である。

32 ①
②中大兄皇子が近江大津宮に遷都し、翌年に即位して天智天皇となった。
③難波宮は乙巳の変後に遷都した都、④藤原京は持統天皇が遷都した都であ
る。

33 ③
Ｘ大江広元ではなく大江匡房。大江広元は鎌倉幕府の公文所（のちに政所）
の初代別当。Ｙ正しい。

34 ④
奥州藤原氏は、初代①藤原清衡、2代③基衡、3代②秀衡と続き、④泰衡が
源頼朝に討たれて滅ぼされた。

35 ③
①書院造ではなく寝殿造風。書院造は銀閣にみられる建築様式。
②五山の別格とされるのは南禅寺。天龍寺は京都五山第1位の寺院である。
④宝生座ではなく観世座。

36 ④
①6代将軍は徳川家宣、7代将軍は徳川家継。
②閑院宮家創設の費用は幕府が献じた。
③「日本国大君殿下」を「日本国王」に改めた。

37 ①
①彰考館ではなく弘道館。彰考館は徳川光圀が江戸藩邸に設立した『大日本
史』編纂のための施設。

38 ④
①神仏分離令が出されると廃仏毀釈運動が起こった。
②太政官の下に置かれた行政官のもとに神祇官が置かれた（太政官制）。
③川手文治郎は金光教の開祖。黒住教の開祖は黒住宗忠。

39 ②
②震災手形の善後処理法案審議中の片岡直温蔵相の失言から取付け騒ぎが起
こり、金融恐慌へと発展した。

40 ① ＸＹ正しい。




